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2020年12月時点で、世界123ヵ国と1地域（EU）がパリ協定と目標を同じくする

21世紀後半までの脱炭素社会を宣言しています。

この宣言は、途上国を含めて取り組まねばならない地球全体のテーマです。

2050年は、弊社の創業99周年に当たります。

2050年、「こうありたい」会社の姿を社員一人ひとりが主体的に考え、

“次代の地方創生”を担ってもらいたいと考えています。

「安全・安心、快適で美しい地域社会づくりへの貢献」を使命に掲げる弊社だからこそできること。

これまでも、これからも、地域の持続可能な発展への挑戦を全社一丸となって取り組んでまいります。

策定の経過

キタイ・グリーン長期ビジョン2050

キタイ・グリーン長期ビジョン2050
～キタイ100年に向けた未来への約束～
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キタイ・グリーン経済宣言

　2021年8月に社内での仙塾※オンライン会議にて、世代別意

見交換会を実施し、キタイ未来創造図について検討を行いまし

た。 その後、2021年11月に行った弊社の創業70周年記念式

典の中で、「温故知新」をテーマに、各世代から未来創造図の提

案を行い、出席者（OB/OG）からコメントをいただきました。 ま

た、全社員に対するアンケートも行いました。 2021年12月の

「キタイ・グリーン経済宣言」の宣言後、2022年4月には全社員

への追加アンケート調査を行い、内容の充実等を図りました。

　以上の経過を踏まえ、キタイ・グリーン長期ビジョン2050を

策定しました。

　創業100周年を翌年に迎える2050年の“キタイ設計”の未来について、脱炭素社会・自然と共生する世界の実現に向

けたキタイ・グリーン経済宣言を2021年12月に策定しました。

世
代
別
意
見
交
換
会（
仙
塾
）

70
周
年
記
念
式
典
↓
温
故
知
新

キ
タ
イ
・
グ
リ
ー
ン
経
済
宣
言

ア
ン
ケ
ー
ト

キ
タ
イ
・
グ
リ
ー
ン
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

2021年12月宣言

誠意と品格と礼節を忘れずに脱炭素社会への挑戦！ 
誠意と品格と礼節を忘れず、自身の努力を惜しまず、イマジネーションを持って、脱炭素社
会に向けた新たな取組にチャレンジしよう

自然と共生した中で自由にデザインできる暮らしや働き方に変革！
多様化する環境のなかで自然と共生し、専門技術力を高め、自由にデザインできる暮らしや
働き方に変革していこう

AIやロボットと共存したグリーンインフラ社会の創造！ 
AIやロボットと共存する豊かな発想力や創造力を身につけて、技術革新から新たな「グリー
ンインフラ」システムを創造しよう

災害から国民を守る地域に根ざした建設コンサルタントへ！ 
災害から国民を守り、創造的に環境を再生できる、地域に根ざした建設コンサルタントをめ
ざそう

移動エネルギーの削減による温暖化防止へ！ 
移動エネルギーを削減し、温暖化防止に寄与するために、デジタル・リモート技術と対話を
共用し、効率を高めよう

　キタイ・グリーン長期ビジョン2050の実現に向けて、2030年までキタイＳＤＧｓプランに沿って行動します。
(キタイSDGsプランの見直しも実施)
　また、2030年・2040年にはキタイ・グリーン長期ビジョン2050の中間評価・見直しを行います。
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➣実現に向けて

2050

※ 仙塾：「人格形成」についての学習を志し、勉学することを目的とした、若手中心の社内学習サークルのこと。



➣X・Y・Z世代とは

KITAI Green Vision 2050

■  X世代： 1965～1980年頃の生まれ。 2030年には責任世代となる世代。
          　    従来の情報源は主に新聞・雑誌・テレビなど。

■  Y世代： 1981～1994年頃の生まれ。 2040年には責任世代となる世代。
 10代頃からネット環境が整う。

■  Z世代： 1995年頃の生まれ。 2050年には責任世代となる世代。
 生まれたときからネット環境がある。

➣キタイ・グリーン長期ビジョン2050の特徴

脱炭素社会・自然と共生する世界の実現に関する未来創造図

キタイ・グリーン長期ビジョン2050 　　

誠意・品格・礼節

時を経ても変わらない普遍的な価値観
「 誠意 」 ： 創業時から顧客に求められる課題に対し誠意をもって応えていく
「 品格 」 ： 創業時から培ってきた会社の信頼に対しこれからも品格をもって応えていく
「 礼節 」 ： 創業時から地域に育てられてきた感謝に対しこれからも礼節をもって応えていく

自然共生社会での

暮らしや働き方

AIと共存した

グリーンインフラ社会

の創造

災害対応・創造的な

環境の再生

移動エネルギーの

削減・温暖化防止

　策定にあたっては、現在の経営層が2050年を創造して策定するの

ではなく、将来世代であるY・Z世代が、自由に、そして真剣に2050年

のあるべき当社の姿を想像・創造することを重視しました。 将来世代

に責任を押し付けるつもりではなく、現在の経営層がそれをしっかり

と後押しします。

2030年 ［ X世代の考える未来 ］ 2040年 ［ Y世代の考える未来 ］ 2050年 ［ Z世代の考える未来 ］

暮らし方
～ Lifestyle
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グリーンインフラ
～ Green Infrastructure
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～ Nature Restoration

防災
～ Disaster Risk Reduction防災
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移動手段
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～ Lifestyle

AI技術
～ AI  Technology

働き方
～ Working Style

温暖化防止
～ Global Warming Prevention

温暖化防止
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自然再生
～ Nature Restoration

防災
～ Disaster Risk Reduction

● 循環型社会に貢献する新素材の活用

● AIによる気象予測を考慮した屋外作業の適正化
● AI・ドローン技術による里山再生の進展と
   耕作放棄地の適正化・減少

● 都市と農村の共生した循環型社会や
   ローカルフードプロジェクト※3の進展
● スーパーシティ※4 の実現化

● 全ての書類の電子化・ペーパーレス化の実現

● 災害対応の蓄積による自然再生技術の向上
● 災害の影響を低減する地下利用技術の進展に
   よる地上部の自然再生

● 気候変動を踏まえた災害対策技術 (システム
   を含む )の進展

● 水素自動車への水素供給が日常化
● 移動手段の変革による
   新たなオープンスペース・交通拠点の形成
● 自動運転コミュニティバスの進展による
   脱自家用車・渋滞緩和

● ICT技術の発達による移動減少と
   対話技術の進展
● ３Dプリンターの高度化によるエネルギー削減・
   環境復元

● 都市における木造建築と緑地空間の質的充実
● スマートハウス※2の標準化
   (各住宅でのエネルギー確保と資源の循環 )

● ICT技術の革新

●  AI・ドローン技術の進歩やRPAの発達
   設計技術の自動化・3次元化

AI技術
～ AI  Technology

●  AIによる諸条件を考慮した
   空間マネジメント技術の進歩・普及

グリーンインフラ
～ Green Infrastructure

●  AIで自然環境を保全する
   インフラシステム技術の向上

● 災害時の創造的な再生技術の蓄積による
   緑化環境の創造
● 建設機械のゼロエミッション※7化と
   発展途上国への技術提供

● テレワークを含めた働き方の多様化

● 避難ルートの自動案内・可視化
   災害対策技術の進歩

● 社用車の電気自動車化
● 空飛ぶ車の実用化

移動手段
～ Transportation

● 蓄電技術の向上によるロス縮減
● オープンスペースのネイチャーツーリズム利用

● 自動運転化による渋滞の緩和と
   排気ガス削減

● 機械や建築のスマート技術の進展 グリーンインフラ
～ Green Infrastructure

● インフラに対する多面的機能の付加価値化

● 環境配慮素材の充実とインフラシステム技術の整合

● 気候変動を受けないまちの暮らし
● 都市間ネットワークが充足し、
   DX※5 が標準化された暮らし

● 好きな地域で働けるリモートワークの実現
   （地方への居住やワーケーション※6等）

● 信号の制御管理システムの再構築による
   渋滞減少・排気ガス削減
● 対話技術の進展による地方分散

● 自然再生を考慮した防災設計手法の確立

● 天候操作を許容した降雨基準等の変更
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※1

※1 グリーンインフラ：社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な機能（生物の生息生育の場の提供、良好な景観形成、気温上昇の抑制等）を活用し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進めるもの。　※2 スマートハウス：ITなど最新のテクノロジーを駆使して家庭内のエネルギー消費を最適に制御した住
宅のこと。　※3 ローカルフードプロジェクト：地域の中核的な食品企業を中心に、持続可能なビジネスモデルを創出するプロジェクトのこと。令和3年度より農林水産省が推進している。　※4 スーパーシティ：AI及びビックデータを活用し、 生活全般にまたがる社会課題を解決する未来都市のこと。日本では2020年5月にスーパーシティ法案が成立。
※5 DX：Digital Transformationの略称。デジタル技術によって、ビジネスや社会、生活の形・スタイルを変えること。　※6 ワーケーション：ワーク(労働)とバケーション(休暇)を組み合わせた造語。非日常の土地で仕事を行うことで、生産性や心の健康を高め、より良いワーク＆ライフスタイルを実施する過ごし方のこと。　※7 ゼロエミッション：産業等の活
動から発生する排出物(エミッション)を限りなくゼロに近づけることにより、循環型社会の実現を図ること。　※8 GX：グリーントランスフォーメーションの略称。 温室効果ガスを発生させないグリーンエネルギーに転換することで、産業構造や社会経済を変革し、成長につなげること。

バックキャスティング
Backcasting 望ましい

　未来の姿

現在

目標となる未来を定めた上
で、そこを起点に現在を振り
返り、今何をすべきか考える 
未来起点の発想法

環境や社会の変化に
対応し、短期間で何度
も見直すことが可能

OODAループ
OODA Loop

Observe : 観察

Orient : 仮説構築

Decide : 意思決定

Act : 行動

環境の変化
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社会の変化

GX※8の実現へ


